
地理院タイル利用ソフトの開発について

実施期間 平成 28 年度 

地理空間情報部情報企画課 渡辺 亮佑 大矢 和生

松本 浩明

1. はじめに

情報企画課では，国・地方公共団体の行政事務において，国土地理院の整備した地理空間情報を効

果的，効率的に活用してもらえるよう様々な支援に取り組んでいる．

取組のひとつとして，「地理院マップシート」，「地理院マップメーカー」（簡易 GIS ツール）で構成

される利用ツール（地理院地図キット）を提供してきたところであるが，このたび両者を統合して利

便性を高めた「地理院タイル利用ソフト」を開発し，平成 29 年 3 月から国・地方公共団体への提供を

開始したので，特徴的な機能および期待される利用例について紹介する．

2. 地理院タイル利用ソフトの特徴的な機能

「地理院タイル利用ソフト」の特徴的な機能は以下のとおり．

2.1. Excel 住所録の活用機能

「地理院マップシート」の機能を取り込んだもので，専用のダイアログ上で操作を行う（図-1）．

アドレスマッチングを行い座標を付与するジオコーディングや座標変換，標高値の付与等の機能が

ある．また，マッチングレベルを表示することで，オブジェクト単位でアドレスマッチングの精度

が把握できる．

図-1 Excel 住所録の活用ダイアログボックス

-58-



   

2.2. 各種データの取り込み，編集および出力 

今回，Excel 形式のほか，ベクトルタイル形式，ラスタタイル形式，GeoJSON 形式データも上載

せデータとして取り込み可能とした．各種上載せデータは，データ一覧バーでオブジェクト単位の

表示・編集ができる（図-2）．固定吹き出し機能を追加し，属性情報の印刷を可能とした（図-3）．  

また，上載せデータの出力については，従来からの KML 形式，ラスタタイル形式に加え，GeoJSON

形式，Excel 形式での出力も可能とした．なお，グリッド線の表示および出力も可能である（図-4）．  

 

 

図-2 オブジェクト単位での編集例 

 

 

図-3 固定吹き出しの表示例 

 

 
図-4 グリッド線の表示例 
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2.3. 簡易標定機能 

位置情報のないデータを上載せデータとして取り込む簡易標定機能について，ダイアログボック

スおよび操作方法を見直し，従来よりも直感的に基準点をプロットできるように改良した（図-5）．  

 

 

図-5 簡易標定のダイアログボックス 

 

2.4. 印刷機能 

 印刷ダイアログ上でズームレベルと縮尺を変更可能にすることで，より簡単に希望する地図の印

刷を行えるように改良した（図-6）． 

 

 

図-6 印刷のダイアログボックス 

 

2.5. ローカル環境での利用 

 災害時および LGWAN 専用端末など，インターネットに接続しない（できない）ローカル環境で

の利用にも対応している（図-7）．ただし，ローカル環境ではインターネットで配信される背景地図
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が取得できないため，事前に地図データを端末やサーバーに格納したうえで利用する必要がある．

前述のジオコーディング機能も，ローカル環境用の住所 DB を別途ダウンロードし，地図データと

同様にローカル環境で利用する． 

 

 
図-7  ローカル環境での利用想定 

 

3. 期待される利用例 

国・地方公共団体において，次の利用が期待される． 

・住所録等の帳票データをジオコーディングして地図上に展開，属性等も吹き出しとして表示し，

より分かりやすい会議資料や記者発表資料を作成する 

・災害時，緊急で撮影した斜め写真等を直感的に簡易標定し，迅速な地図作成を行う 

・地方公共団体の LGWAN 環境など，インターネットから遮断された環境で地図等の作成を行う 

 なお，国土地理院の主要プロダクトを読み込めることから，院内の各種業務においても，是非，使

っていただきたいと考えている． 

 

4. 今後の展開 

現段階は提供を開始して間もないため，国・地方公共団体からのフィードバックの蓄積が少ない．

引き続きユーザーからの意見・要望をいただき，今後の参考としたい． 

また，より広く，多くの国・地方公共団体で地理院タイル利用ソフトを使っていただくために，機

能ごとの説明に特化した簡易マニュアルや，ユーザーの目的に合った適切な使い方を導く利用ガイド

と作成するとともに，必要に応じて説明会を行っていきたい． 

さらに，オフラインで地理院タイルを使うためのプログラムや，簡単な Web 地図作成マニュアルと

いった，地理院タイル利用ソフト，または地理院タイル利用ソフトで作成した情報をより有効に使っ

てもらうための関連した取組も進めていきたい． 
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ベクトルタイル提供実験 
 

 

実施期間 平成 26 年度～平成 30 年度 

地理空間情報部情報普及課 川村 拓弥  永井 博久 

伊藤 裕之  出口 智恵 

 

1. はじめに 

情報普及課では，国土地理院が整備した地形図や空中写真，主題図，災害情報等 1,800 を超える種

類の情報を「地理院タイル」として提供している．この「地理院タイル」は，国土地理院コンテンツ

利用規約に則り，インターネットを介して利用可能である．また，一般的で多くのウェブ地図 API が

対応しているいわゆる XYZ 方式で提供しているため（地理院タイル仕様：http://maps.gsi.go.jp/develop 

ment/siyou.html），その利用は容易である． 

このように，日本の国土に関するデータを政府のオープンデータ戦略に基づき利用しやすい方式で

提供すること（「オープンデータ施策」）により，様々な分野における刷新的な成果の創出を支援して

いる．この施策により，現在，地理院タイルは国や地方自治体のシステムから，民間企業による GIS

サービス，個人製作のスマホアプリまで，多様なサービスで利用されている． 

 

2. ベクトルタイル提供実験 

地理院タイルは，地形図や空中写真等を PNG・JPEG 形式の画像タイルで，また標高を CSV 形式の

タイルで提供してきた．ベクトルタイルとは，機械判読可能なベクトル形式の地図データであり，画

像タイルと異なり利用者側で自由な地図表現，ウェブ地図サービスの拡張ができる．また，提供実験

で採用した「GeoJSON 形式」は，複数のファイルで構成される Shapefile 形式や，XML 記法で書かれ

る GML 形式・KML 形式に比べ，シンプルな仕様の JSON 記法で書かれる．そのため，地理院地図の

ように JavaScript を用いたウェブアプリケーションで扱いやすいという特長がある． 

 

提供開始時期 提供項目 

平成 26 年 8 月 数値地図（国土基本情報）道路中心線 ※一部地域 

10 月 基盤地図情報 数値標高モデル ※一部地域 

11 月 基盤地図情報 基本項目 ※一部地域 

平成 27 年 6 月 数値地図（国土基本情報）注記 

8 月 数値地図（国土基本情報）道路・河川・鉄道中心線 

10 月 基盤地図情報 基本項目（点・線のデータ） 

基盤地図情報 数値標高モデル 10ｍメッシュ 

11 月 基盤地図情報 数値標高モデル 5ｍメッシュ 

平成 28 年 3 月 地形分類 

5 月 タイル配信の高速化（gzip 圧縮配信を開始） 

10 月 タイル配信の高速化（HTTP/2 通信に対応） 

 

表-1 ベクトルタイル提供実験の状況 
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情報普及課では平成 26 年度より，国土地理院研究開発基本計画に則り，ベクトルタイルの技術的・

施策的課題を把握することと，適切な提供方法を開発することを目的として，ベクトルタイル提供実

験を行っている．これまでのベクトルタイルの提供状況を，表-1 にまとめた． 

また，提供実験の開始にあたり，技術者向けの SNS である GitHub でベクトルタイルの仕様やサン

プルコードを公開し，技術情報の提供や意見交換に活用している（国土地理院ベクトルタイル提供実

験レポジトリ：https://github.com/gsi-cyberjapan/vector-tile-experiment）．さらに，ベクトルタイルの活用

方法の見本として，「地理院地図（http://maps.gsi.go.jp/）」でもベクトルタイルを表示できるようにし

た． 

 

3. 応用事例 

ベクトルタイルは機械判読可能な形式であるため，利用者側でスタイルを各システムに合わせた表

現に変更した上で背景地図として利用することが考えられるほか，次のように様々なサービスの創出

が期待される． 

(1) 地物の表示・非表示や表示のスタイルが自由に変更できるサイト（図-1） 

(2) 調べたい場所に関する解説の表示が可能となり，凡例不要で読解できる地図（図-2） 

(3) 海外旅行者向けに，注記をクリックすると地名を読み上げる地図 

(4) GIS や CAD 上で解析・検索するなど，土木設計や経路探索での活用 

(5) 3D プリンタで道路中心線等に凹凸を付けて出力した「触ってわかる地図」 

 

 

4. 事業化に向けて 

国土地理院研究開発基本計画に則り，ベクトルタイルについて平成 30 年度まで研究開発を行い，平

成 31 年度からの事業化を目指している．将来的にベクトルタイルから背景地図の完全自動描画が可

能となれば，ベクトルタイルの維持管理に傾注することが可能となり，国土地理院にとってもデータ

管理の効率化・省力化が図られるというメリットがある． 

今後，事業化に向けて，ベクトルタイルを用いて最適な背景地図をウェブ上で描画するために必要

な技術の調査・検討を行う．また，ベクトルタイルの作成手法や，整備項目について，データ整備部

署と検討していく． 

 

図-2 凡例不要の地形分類図 図-1 自分だけのオリジナル地図を作成 
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